
 

 
 
 

千葉県県民活動推進計画 行動計画に基づく平成２９年度実施事業(案) 

 

＜基本的な考え方＞ 

 平成２９年度は,「千葉県県民活動推進計画（平成２７～２９年度）」の最終年度と

して、３つの施策の方向性と８つの行動計画に沿った様々な事業を、引き続き着実に

推進していきます。 
 

「１ 県民活動への理解や参加の促進」については、多くの県民がボランティア 

活動への参加機会を得られるよう、活動体験の場と機会を提供をするとともに、市民

活動団体に役立つ情報や東京２０２０オリンピック・パラリンピックに関する情報 

など県民活動に関する情報の収集、発信を強化し、誰もがボランティア活動に参加 

しやすい環境整備に努めていきます。 

「２ 地域の様々な主体と市民活動団体等の連携・協働の促進」については、協働

に関する理解を深め、連携・協働のきっかけとなるよう、市民活動団体や行政、企業

や学校など地域の様々な主体を対象に、各種研修会や交流会などを実施するほか、 

ちばコラボ大賞などの具体的な協働事例の情報発信を通して、連携・協働を推進して

いきます。 

「３ 市民活動団体等の基盤強化等の支援」については、市民活動団体等の活動が

安定的、継続的に行われるよう、マネジメント能力の向上を目的とした講習会を行い

ます。また、中間支援組織間ネットワークの支援力強化のための研修会などを実施 

することにより、中間支援組織による市民活動団体の支援体制の充実を図るとともに、

民が民を支える仕組みを支援します。 

以上の方針に基づき、平成２９年度に実施する事業の概要及び実施目標は、４ペー

ジ以降に示すとおりです。事業の実施結果及びその成果、計画に掲げる評価指標の 

結果等については、施策を推進する中で適宜整理し、県民活動推進懇談会等において

御意見をいただきながら、次事業年度の実施計画に反映していきます。 
最終的な成果については、来年度のできる限り早い時期にとりまとめ、年次報告書

として作成、公表することとします。 

  

資料２ 
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＜施策の体系＞ 

平成２７年度から２９年度までの３か年、下記の施策体系に従って計画を推進しま

す。 
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１ 県民活動への
理解や参加の
促進

（１）県民活動の普及啓発の
推進

（２）県民活動を体験する
機会の提供

２ 地域の様々な
主体と市民活動
団体等の連携・
協働の促進

（１）地域コミュニティに
おける様々な主体の
連携・協働の推進

（２）地域コミュニティの
活性化を支える連携
を担う人材づくり

（３）市民活動団体等と
県行政・市町村行政の
協働の推進

３ 市民活動団体等
の基盤強化等の
支援

（１）市民活動団体等の組織
運営力等の向上支援

（２）中間支援組織の機能
強化支援

（３）民が民を支える仕組み
の普及・支援

≪目指す千葉県の姿≫ ≪施策の方向性≫ ≪行動計画≫ 
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施策の
方向性

行動計画 No 事　業　名 再掲 担当所属

1 千葉県ホームページでの情報発信 県民生活・文化課

2 NPO・ボランティア情報マガジンの配信 県民生活・文化課

3 県民活動情報オフィスの運営 県民生活・文化課

4 県民向け市民活動・ボランティア普及啓発 県民生活・文化課

5 県民活動ＰＲ月間の実施 県民生活・文化課

6 出前説明会等の実施 県民生活・文化課

7 法人化説明会の実施 県民生活・文化課

8 若い世代の参加促進を図る広報啓発と防犯ボランティア事業  警察本部生活安全総務課

9 自主防犯ボランティア団体の普及及び協働・支援事業  警察本部生活安全総務課

10 ボランティア活動への参加促進 県民生活・文化課

11 ボランティアセンター・市民活動支援センター等研修会及び交流会の開催 県民生活・文化課

12 地域と連携した福祉教育の推進 健康福祉指導課

13 ボランティア活動の振興（ボランティア振興事業） 健康福祉指導課

14 高校生のためのボランティア体験講座   教育庁さわやかちば県民プラザ

15 ボランティア入門講座   教育庁さわやかちば県民プラザ

16 ボランティア実践講座 教育庁さわやかちば県民プラザ

17 ボランティアスキルアップ講座   教育庁さわやかちば県民プラザ

18 協働によるコミュニティづくりの普及・促進 県民生活・文化課

19 ちばコラボ大賞 県民生活・文化課

20 千葉県男女共同参画センターフェスティバル＆ネットワーク会議 男女共同参画センター

21 地域福祉フォーラムの設置・活動の促進 健康福祉指導課

22 防犯ボックスを核とした地域防犯力・コミュニティ力向上事業 くらし安全推進課

23 環境講座開催事業 環境研究センター

24 ちば中小企業元気づくり基金事業地域プロデュース支援事業 経済政策課

25 法人の森事業（法人の森協定） 森林課

26 里山活動の支援 森林課

27 若い世代の参加促進を図る広報啓発と防犯ボランティア事業 （再掲）  警察本部生活安全総務課

28 自主防犯ボランティア団体の普及及び協働・支援事業 （再掲）  警察本部生活安全総務課

29 千葉県警察学生サポーター「ＣｈｉＰＳＳ」活動  警察本部少年課（少年センター）

30 少年補導員・少年指導員活動  警察本部少年課（少年センター）

31 災害時外国人サポーター養成講座 国際課

32 通訳ボランティア養成事業 国際課

33 災害対策コーディネーターの養成 防災政策課

34 災害対策コーディネータースキルアップ講座 防災政策課

35 コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）育成事業 健康福祉指導課

36 千葉県生涯大学校における地域を担う人材の育成 高齢者福祉課

37 食生活改善推進員研修事業 健康づくり支援課

38 がん検診推進員育成講習会事業 健康づくり支援課

39 精神保健福祉ボランティア育成事業 障害福祉課

40 外国語観光ボランティアガイド養成講座開催事業 観光企画課

41 ちば食育ボランティアの活動支援 安全農業推進課

42 地域とともに歩む学校づくり推進支援事業 教育庁生涯学習課

43 放課後子供教室推進事業 教育庁生涯学習課

44 「読み聞かせボランティア入門講座」の開催 教育庁中央図書館

45 市町村と市民活動団体との連携促進事業 県民生活・文化課

46 学校と市民活動団体との連携促進事業 県民生活・文化課

47 県・市町村推進会議の開催 県民生活・文化課

49 パートナーシップ推進員会議の開催 県民生活・文化課

（１）市民活動団体等の組
織運営力等の向上支援

50 市民活動マネジメント事業 県民生活・文化課

51 ボランティアセンター・市民活動支援センター等研修会及び交流会の開催 （再掲） 県民生活・文化課

52 市民活動支援組織ネットワークによる中間支援組織の機能向上と連携強化 県民生活・文化課

（３）民が民を支える仕組
みの普及・支援

53 民が民を支える仕組みの普及・支援 県民生活・文化課

千葉県県民活動推進計画　平成29年度実施事業一覧
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（１）地域コミュニティにお
ける様々な主体の連携・
協働の推進

（２）地域コミュニティの活
性化を支える連携を担う
人材づくり

（３）市民活動団体等と県
行政・市町村行政の協働
の推進
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＜各事業の概要＞

１　県民活動への理解や参加の促進

【成果指標】

目標（２７・２８年度は中間目標）

２７年度 ２８年度 ２９年度

５３．６％
※１ ５９．０％ ６４．５％ ７０．０％

１８．３％
※２ ２０．５％ ２２．７％ ２５．０％

（１）県民活動の普及啓発の推進

No. 事業名

1
千葉県ホームページで
の情報発信
〔県民生活・文化課〕

2
NPO・ボランティア
情報マガジンの配信
〔県民生活・文化課〕

実施目標

県ホームページの特設サイト「千葉県NPO・ボラン
ティア情報ネット」において、NPO法人情報及び県
のNPO・ボランティア関連施策情報、民間団体から
の助成情報等を掲載する。
また、ボランティア関連情報のページに、各種ボラ
ンティアの募集情報や東京オリンピック・パラリン
ピック関連情報、災害ボランティア関連情報等を掲
載する。

千葉県NPO・ボラン
ティア情報ネット」
関連ページビュー数
900,000件

年24回
（月2回）配信

市民活動団体、ボランティア
活動に関心がある人の割合

ボランティア活動に参加した
ことのある人の割合

目標項目

事業概要

現　　状
（２６年度）

NPO・ボランティア活動関連の各種事業やイベント
などの情報を随時配信する。
また、ボランティア活動の参加を促す効果的な情報
発信の方法について検討する。

※１　参考指標として、「市民活動団体の活動を知っている人の割合」を掲載（第４８回県政
　　　に関する世論調査結果より）

※２　第４８回県政に関する世論調査結果より

活動に関する情報の不足が参加を妨げている要因となっている現状等を踏ま

えながら、様々な形で広報・普及啓発を行うだけでなく、より多くの県民が参

加機会を得られるよう、活動体験の場と機会の提供、適切な情報発信に努めま

す。
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No. 事業名

3
県民活動情報オフィス
の運営
〔県民生活・文化課〕

4
県民向け市民活動・
ボランティア普及啓発
〔県民生活・文化課〕

5
県民活動ＰＲ月間の
実施
〔県民生活・文化課〕

6
出前説明会等の実施
〔県民生活・文化課〕

7
法人化説明会の実施
〔県民生活・文化課〕

オフィス利用者数
1,300名

各種行事への出展
3回

ちば県民活動ＰＲ月
間賛同行事　２５件

開催回数：６回

開催回数：１２回

ＮＰＯ法施行日である12月1日前後の1カ月（11/23
～12/23）を「ちば県民活動ＰＲ月間」とし、県民
にＮＰＯ・ボランティア活動を知ってもらい、活動
への参加に繋がるようなイベントを行う市町村や市
民活動団体へ広報支援を行う。

ＮＰＯやボランティアの基礎知識、県の施策状況な
どについての説明会を県内各地に赴き、実施する。

NPO法人格の取得を検討している方を対象に、NPO法
人制度や設立手続についての説明会を千葉市と共催
で月1回開催する。また、うち4回は夜間に開催す
る。

県庁本庁舎2階の「県民活動情報オフィス」におい
て、NPO法人の縦覧及び閲覧、NPO法人の設立時の各
種相談、NPO・ボランティア関連情報の提供、ミー
ティングルーム等の貸出等のサービスを提供する。

市民活動の基礎知識等を掲載したリーフレットや、
各種普及啓発用グッズを様々な機会を捉えて配布
し、県民活動の普及啓発をおこなう。

事業概要 実施目標
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No. 事業名

8

若い世代の参加促進を
図る広報啓発と防犯
ボランティア事業
〔警察本部生活安全総
務課〕

9

自主防犯ボランティア
団体の普及及び協働・
支援事業
〔警察本部生活安全総
務課〕

（２）県民活動を体験する機会の提供

No. 事業名

10
ボランティア活動への
参加促進
〔県民生活・文化課〕

11

ボランティアセン
ター・市民活動支援
センター等研修会及び
交流会の開催
〔県民生活・文化課〕

12
地域と連携した福祉
教育の推進
〔健康福祉指導課〕

若い世代の防犯意識
や規範意識の向上を
図ります。

防犯講話や情報交換
を通じて、自主防犯
活動団体に対する支
援を推進します。

県全体のボランティア活動の推進を図るため、活動
体験等を通した地域のボランティア活動への参加の
きっかけづくりを行う事業を実施する。

県社会福祉協議会等との連携のもと、市町村ボラン
ティアセンターと市町村の市民活動支援センターの
スタッフの研修及び情報共有の場として、研修会・
交流会を開催する。

県民の福祉に対する理解と関心を深め、福祉活動へ
の自発的な参加意欲を醸成するため
・小・中・高校を対象に福祉教育推進校を指定
・福祉教育研究県大会及び福祉教育推進員養成研修
を実施する。

事業概要

自主防犯活動に意欲のある若い世代（県内の大学等
に在籍、又は県内に在住、若しくは在勤する16歳以
上30歳未満）により若手防犯ボランティアグループ
「ブルー・スターズ」を結成し、自主防犯活動への
参加・取組による若年層の防犯意識や規範意識の向
上を図るほか、地域における絆の強化を図る。ま
た、若年層等による自主防犯活動の一層の活性化の
ための広報啓発を実施する。

県内で活動する自主防犯ボランティア団体に対し
て、地域の防犯情報を提供するほか、警察官との合
同パトロールを実施する。その他、自主防犯ボラン
ティアの活動の活性化を図るため、県下各署におい
て、自主防犯パトロール隊や町会等を対象に防犯講
話や情報交換会を開催する。さらに、自主防犯ボラ
ンティアへの参加促進等を図るため、広報啓発活動
を実施する。

実施目標

３事業の実施

開催回数：１回

・新たな推進校の指
定
・福祉教育研究県大
会の開催
・福祉教育推進員養
成研修の実施

事業概要 実施目標
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No. 事業名

13

ボランティア活動の
振興（ボランティア振
興事業）
〔健康福祉指導課〕

14

高校生のためのボラン
ティア体験講座
〔さわやかちば県民プ
ラザ〕

15
ボランティア入門講座
〔さわやかちば県民プ
ラザ〕

16
ボランティア実践講座
〔さわやかちば県民プ
ラザ〕

17

ボランティアスキル
アップ講座
〔さわやかちば県民プ
ラザ〕

　ボランティア等の民間福祉活動の育成発展を図る
ため、各種ボランティア研修事業等を行う千葉県ボ
ランティア・市民活動センターの運営や研修事業を
補助する。

ボランティア活動に関心のある千葉県内の高等学校
に在学している者を対象に様々な分野のボランティ
アについての講義と演習を実施する。

ボランティアを始めたいと思っている方や興味のあ
る方を対象に、ボランティアの基本や身近にできる
ボランティアについて学ぶ講座を開催する。

ボランティアの具体的な実践を学び合うことによ
り、ボランティア活動を効果的に進める実践力を向
上させる講座を開催する。

・千葉県ボランティ
ア・市民活動セン
ターの運営事業補助
・研修事業補助（ボ
ランティア・市民活
動コーディネーター
研修、リーダー研
修、新たな担い手育
成セミナー）

開催日数６日間
実習７時間以上
参加数５０名

開催回数１回
参加数３０人

開催回数1回
参加数３０人

開催回数１回
参加数３０人

事業概要 実施目標

主にボランティア活動経験者を対象に、コミュニ
ケーション能力の向上を図るとともに、ボランティ
ア精神や合理的配慮などについても学ぶことで、ボ
ランティア活動に必要なスキル全般をバランスよく
向上させる講座を開催する。
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２　地域の様々な主体と市民活動団体等の連携・協働の促進

【成果指標】

目標（２７・２８年度は中間目標）

２７年度 ２８年度 ２９年度

６８．２％
※１ ７０．５％ ７２．８％ ７５．０％

４６９件
※２ ５１３件 ５５７件 ６００件

（１）地域コミュニティにおける様々な主体の連携・協働の推進

No. 事業名

18
協働によるコミュニティ
づくりの普及・促進
〔県民生活・文化課〕

19
ちばコラボ大賞
〔県民生活・文化課〕

※１　千葉県ＮＰＯ法人実態調査結果より

※２　千葉県ＮＰＯ・ボランティア関連事業一覧、県内市町村ＮＰＯ・ボランティア関連事業一覧より
　　　（千葉市は独自集計のため、件数に含まれていません。）

現　　状
（２６年度）

過去に県が支援した協働による取組が行われていない
地域等を対象に、市町村と地縁団体、市民活動団体、
企業等が、協働による取組を検討する契機となるよう、有
識者による講演や優良事例の共有等を行う。
また、各地で活動を行っている主体が、地域を超えた連
携・協働につながる契機となるような研修会、交流会を実
施する。

市民活動団体が地縁団体、社会福祉協議会、学校・大
学、企業、行政機関等と連携して、それぞれの特性を活
かしながら地域社会の課題解決に取り組んでいる事例の
中から、他のモデルとなるような優れた事例に取り組んで
いる団体を表彰し、広く県民に周知することにより、連携
による地域づくりの促進を図る。

実施目標

それぞれ県内3地域で
実施

応募件数　10件以上
（平成28年度 8件）
表彰事例　3事例
（平成28年度 3事
例）

目標項目

地域の様々な主体と連携して
いる市民活動団体の割合

事業概要

市町村行政・県行政と市民活
動団体との協働事業の件数

行政、中間支援組織、市民活動団体、地縁団体、社会福祉協議会、学校、企

業など多様な主体が連携・協働して行う地域の課題解決に向けた取組や仕組み

づくりへの支援や、県行政と市町村行政の間の情報共有などによる協働の推進

を図ります。
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No. 事業名

20

千葉県男女共同参画
センターフェスティバ
ル＆ネットワーク会議
〔男女共同参画セン
ター〕

21
地域福祉フォーラムの
設置・活動の促進
〔健康福祉指導課〕

22

防犯ボックスを核とし
た地域防犯力・コミュ
ニティ力向上事業
〔くらし安全推進課〕

23
環境講座開催事業

〔環境研究センター〕

24

ちば中小企業元気づく
り基金事業
地域プロデュース支援
事業
〔経済政策課〕

25
法人の森事業（法人の
森協定）
〔森林課〕

26
里山活動の支援
〔森林課〕

本県の男女共同参画社会づくりに向けた機運を高める
ため、県民に男女共同参画への理解を深めていただくと
ともに、男女共同参画に取り組む民間団体と県民の交流
の場を提供する「センターフェスティバル＆ネットワーク会
議」を開催する。
　・企画運営委員会（ボランティア）の設置
　・ワークショップ、ネットワーク会議の開催

地域住民が、社会福祉協議会や民生委員・児童委員、
ＮＰＯ等地域福祉の担い手、更には福祉以外の各分野
の人たちと協働して、地域における福祉等のあり方・取組
みを考えていく組織である地域福祉フォーラムの設置を
促進する。

防犯ボックスのさらなる普及に向け、今後は住民に最も
身近な市町村が主体となり設置することとし、県は防犯
ボックスの初期費用や運営費について助成する。また、
県が平成27年度までに設置した千葉市、市川市、柏市、
船橋市、の計4箇所の防犯ボックスについては、引き続き
県が運営する。

環境学習に関する専門的な知識とノウハウを持ったNPO
等を公募し、環境講座を実施する。

事業ＰＲ（ホーム
ページ他）
協定締結　２件

事業概要 実施目標

里山活動団体や企業
が整備・保全する森
林面積を増やす。

開催回数１回
・様々な分野におけ
る地域活動を行って
いる民間団体に、男
女共同参画の理解促
進を図り、ネット
ワークづくりを進め
ることを目的とす
る。

新規設置数
小域　20箇所
基本　 3箇所

３市町村に助成を実
施

開催回数１１回

地域プロデュース事
業助成　 件
地域活性化事業助成
件

中小企業者をはじめ、地域住民、ＮＰＯや商工団体等が
連携して取り組む、地域ブランドのシーズ発掘、商品化
の道を探るなどの企画業務、地域資源を活用した企画の
実践やイベント実施、空き店舗活用事業などに対して助
成する。

社会貢献や環境活動を希望する企業や団体に対し、県
有林の一部を「法人の森」として提供することで、CSR活
動としての森林整備活動・森林環境教育活動をサポート
する。

景観維持や県土保全等の里山の持つ多面的機能を持
続的に発揮するため、地域住民や企業、里山活動団体
等の多様な人々の参画による森林整備活動が促進され
るよう支援を行う。
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No. 事業名

27

再

掲

若い世代の参加促進を
図る広報啓発と防犯
ボランティア事業〔警
察本部生活安全総務
課〕

28

再

掲

自主防犯ボランティア
団体の普及及び協働・
支援事業
〔警察本部生活安全総
務課〕

29

千葉県警察学生サポー
ター「ＣｈｉＰＳＳ」
活動
〔警察本部少年課〕

30

少年補導員・少年指導
員活動
〔警察本部少年課〕

No. 事業名

31
災害時外国人サポー
ター養成講座
〔国際課〕

32
通訳ボランティア養成
事業
〔国際課〕

街頭補導活動や環境
浄化活動等を推進し
ます。

実施目標

自主防犯活動に意欲のある若い世代（県内の大学等に
在籍、又は県内に在住、若しくは在勤する16歳以上30歳
未満）により若手防犯ボランティアグループ「ブルー・ス
ターズ」を結成し、自主防犯活動への参加・取組による若
年層の防犯意識や規範意識の向上を図るほか、地域に
おける絆の強化を図る。また、若年層等による自主防犯
活動の一層の活性化のための広報啓発を実施する。

県内で活動する自主防犯ボランティア団体に対して、地
域の防犯情報を提供するほか、警察官との合同パトロー
ルを実施する。その他、自主防犯ボランティアの活動の
活性化を図るため、県下各署において、自主防犯パト
ロール隊や町会等を対象に防犯講話や情報交換会を開
催する。さらに、自主防犯ボランティアへの参加促進等を
図るため、広報啓発活動を実施する。

（２）地域コミュニティの活性化を支える連携を担う人材づくり

若い世代の防犯意識
や規範意識の向上を
図ります。

防犯講話や情報交換
を通じて、自主防犯
活動団体に対する支
援を推進します。

少年の非行防止や健
全育成活動を推進し
ます。

開催回数2回

6講座

事業概要 実施目標

非行少年を生まない社会づくりの推進事業の一環とし
て、少年の非行問題に関心があり、熱意と行動力を有す
る大学生を千葉県警察学生サポーターに委嘱（募集人
員４０人）し、警察、学校、地域と協働して、学習・スポー
ツ支援、居場所づくり等の立ち直り支援、街頭補導等の
非行防止活動や健全育成活動を実施する。

少年の非行防止及び健全育成を図るため、少年警察ボ
ランティアを委嘱し、地域住民と協働した街頭補導活動
や環境浄化活動等を推進する。

事業概要

災害時における外国人支援として、外国語通訳や避難
所での対応の仕方など外国人支援を行うサポーター養
成講座を開催する。

２０２０年東京オリンピック・パラリンピック開催を契機とし
て、国際理解・交流の促進、外国人が安心して生活でき
る多文化共生社会づくりを推進し、多言語によるコミュニ
ケーション支援体制を整備するため、通訳ボランティア養
成研修を実施する。
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No. 事業名

33
災害対策コーディネー
ターの養成
〔防災政策課〕

34
災害対策コーディネー
タースキルアップ講座
〔防災政策課〕

35

コミュニティソーシャ
ルワーカー（ＣＳＷ）
育成事業
〔健康福祉指導課〕

36

千葉県生涯大学校にお
ける地域を担う人材の
育成
〔高齢者福祉課〕

37
食生活改善推進員研修
事業
〔健康づくり支援課〕

38
がん検診推進員育成講
習会事業
〔健康づくり支援課〕

各市町村の母子保健推進員、健康づくり推進員、保健
推進員及び食生活改善推進員等に対し講習会を行い、
がん検診推進員として育成し、これらの人材の協力を得
て、各地域でがん検診の声かけ運動等を実施することに
より受診率の向上を目指す。

事業概要

開催回数２１回
参加人数630名

年6回の講習会を開催
し、がん検診推進員
の増員を図る。

実施目標

地域福祉活動を担う方を対象とする「基礎研修」、社会福
祉等に係る個別支援又は相談支援を担う方を対象とす
る「専門研修」、専門研修の修了者を対象とする「フォ
ローアップ研修」を実施し、地域において活躍する人材
の育成・スキルアップを図る。

高齢者が地域の様々な問題解決に向け、専門性を身に
つけ、地域活動の担い手として活躍することができる人
材を養成する。

各市町村で活動している食生活改善推進員に対し、活
動の意義と技術について教育研修を行い、資質の向上
を図る。

災害対策コーディ
ネーターの増加

開催回数　　１回

１　基礎研修
定員１５０名以上
※複数回の開催の場
合は合計
２　専門研修
定員３０名以上
※複数回の開催の場
合は合計
３　フォローアップ
研修
定員２０名以上
※複数回の開催の場
合は合計

入学者数の増加

地域の防災活動や災害時の支援活動において中心的
な役割を担う「災害対策コーディネーター」など、地域の
防災リーダーを養成する市町村の取組について、「千葉
県地域防災力向上総合支援補助金」の活用等により支
援する。

災害対策コーディネーターが、広域的な連携・協力関係
を築き、より実践的な防災知識を習得するため、災害対
策コーディネータースキルアップ講座を開催する。
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No. 事業名

39
精神保健福祉ボラン
ティア育成事業
〔障害福祉課〕

40

外国語観光ボランティ
アガイド養成講座開催
事業
〔観光企画課〕

41
ちば食育ボランティア
の活動支援
〔安全農業推進課〕

42
地域とともに歩む学校
づくり推進支援事業
〔生涯学習課〕

43
放課後子供教室推進事
業
〔生涯学習課〕

44

「読み聞かせボラン
ティア入門講座」の開
催
〔中央図書館〕

現在活動中の精神保健福祉ボランティア及び心の保健
医療通訳ボランティアを対象に、フォローアップ講座や研
修会を開催する。（精神保健福祉センターにおいて実
施）

外国人観光客が訪れる観光地において、外国語による
観光ガイドを務めて頂けるよう、説明方法などの実践的な
養成講座を開催する。

・ちば食育ボランティアに対する初歩研修とスキルアップ
研修を行う。
・ちばの食育を支えるボランティア、企業及び行政機関
等の協働による県内各地の優良な活動事例の発表や情
報交換の場を設けることで、県全体への波及を図る。
（ちば食育ボランティア登録者数4,113名※平成28年10
月末現在）

学校と地域が連携して、地域コミュニティを構築し、地域
の子供たちを地域で育てていくため、学習支援や環境整
備、登下校時の見守りなど、学校を支援する体制づくりを
推進する。そのため、コーディネーターや教育活動サ
ポーターを養成する研修会を開催する。

・精神保健福祉ボラ
ンティアフォロー
アップ講座
講座(2日)の開催
・心の保健医療通訳
ボランティア講座
講座(2日)の開催

事業概要 実施目標

魅力的な観光地づく
りの担い手となる人
材の育成

・ちば食育ボラン
ティア研修会
　参加数　50名×2
回。
・千葉県食育推進大
会の開催　1回

地域とともに歩む学
校づくり推進支援事
業の本部の実施箇所
数を平成２８年度よ
り増やす。
※H28実績：16市町
133本部（小学校148
校、中学校51校、特
別支援学校1校、義務
教育学校1校）

絵本の読み聞かせについての講演及び参加者による実
演と講師のアドバイス等を行い、読書の重要性や本の選
び方や読み聞かせの方法など、実践に役立つスキルを
学ぶ。

すべての子供を対象として、放課後や土曜日等に小学
校の余裕教室等を活用し、安全に配慮しながら地域住
民の参画を得て、交流活動等に取り組むなど、心豊かで
健やかな子供の育成を目指す。そのため、コーディネー
ターや教育活動サポーターを養成する研修会を開催す
る。

放課後子供教室対象
学校数を平成２８年
度より増やす。
※H28実績：29市町
217校を対象に実施

開催回数２回
参加者８０人
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No. 事業名

45
市町村と市民活動団体
との連携促進事業
〔県民生活・文化課〕

46
学校と市民活動団体と
の連携促進事業
〔県民生活・文化課〕

47
県・市町村推進会議の
開催
〔県民生活・文化課〕

49
パートナーシップ推進
員会議の開催
〔県民生活・文化課〕

（３）市民活動団体等と県行政・市町村行政の協働の推進

実施目標

県庁内における市民活動団体及び市民活動推進施策
に対する理解を促進し、協働の体制を強化するため、
パートナーシップ推進員を県行政の関係課に設置し、推
進員会議を通じて理解促進や情報共有を行う。

事業概要

各市町村の協働に関する取組や市民活動支援センター
の機能強化を支援するとともに必要に応じ専門家の派遣
等を行う。

地域の民間教育力を活用した地域協働の活性化を図る
ため、教職員向けの講座を実施することにより、ＮＰＯと
学校が連携するための環境づくりを促進する。

効果的なＮＰＯ・ボランティア施策形成に向けて、県と市
町村とがＮＰＯ・ボランティア施策に関する情報交換・意
見交換等を行う推進会議等を開催し、県と市町村との一
層の連携と協力を図る。

開催回数2回

・市町村市民活動調
査の実施
・担当課長会議：１
回開催
・推進会議：１回開
催（他事業との合同
開催も含む）

派遣回数　１０回

開催回数　2回
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３　市民活動団体等の基盤強化等の支援

【成果指標】

目標（２７・２８年度は中間目標）

２７年度 ２８年度 ２９年度

２３．４％
※１ ２４．８％ ２６．２％ ２７．５％

５８．２％
※２ ６０．５％ ６２．８％ ６５．０％

※２　千葉県ＮＰＯ法人実態調査結果より

（１）市民活動団体等の組織運営力等の向上支援

No. 事業名

50
市民活動マネジメント
事業
〔県民生活・文化課〕

（２）中間支援組織の機能強化支援

No. 事業名

51

再

掲

ボランティアセン
ター・市民活動支援セ
ンター等研修会及び交
流会の開催
〔県民生活・文化課〕

目標項目
現　　状

（２６年度）

市民活動団体の活動へ参加
（活動・寄付・支援）してい
る人の割合

寄付を受けたことがある
ＮＰＯ法人の割合

実施目標

開催回数：4回以上

実施目標

開催回数：１回

事業概要

市民活動団体が安定的・継続的に活動していくために
必要な運営能力の向上を図るため、税務・会計、労務、
危機管理、情報開示等の基礎的知識を学ぶ市民活動団
体マネジメント講座を実施する。

事業概要

県社会福祉協議会等との連携のもと、市町村ボランティ
アセンターと市町村の市民活動支援センターのスタッフ
の研修及び情報共有の場として、研修会・交流会を開催
する。

※１　第４８回県政に関する世論調査結果より

市民活動団体等の抱える人材面、資金面の課題に対して適切な支援を行うこ

とのできる中間支援組織の支援や民が民を支える仕組みの普及を通じて、団体

が持続的に活動できる環境整備に向けた基盤強化等を図ります。
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No. 事業名

52

市民活動支援組織ネッ
トワークによる中間支
援組織の機能向上と連
携強化
〔県民生活・文化課〕

（３）民が民を支える仕組みの普及・支援

No. 事業名

53
民が民を支える仕組み
の普及・支援
〔県民生活・文化課〕

事業概要

　「民が民を支える仕組み構築モデル事業」（H23～24）
において構築された仕組みについては、県が実施するイ
ベントや県ホームページ等において周知・ＰＲするほか、
運営主体との情報交換や意見交換を行うなど、協力する
ことで、仕組みの活用促進を図る。

ネットワーク会議等
の開催回数　４回

実施目標

運営主体との情報交
換の場を設ける

事業概要 実施目標

市民活動支援組織の機能向上及び連携強化のため、県
内の主要な市民活動支援組織の関係者を構成員とする
千葉県市民活動支援組織ネットワークを運営し、ネット
ワーク会議や幹事会等の開催を通して、支援組織に必
要とされるノウハウや知識を習得するための研修を実施
する。
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